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～採用時／信頼構築時／育成時における人事のひと手間・ひと工夫～
川越社会保険労務士事務所　所長　　川越 雄一

若手社員を定着させる12の“かくし味”

《現状・問題点》
1．若手社員がスグ辞める
1－1　せっかく採用できたのに
1－2　辞めやすい若手社員
1－3　若手社員を潰しやすい会社の共通点

《対応の方向性》
2．若手社員定着策3つの方向性
2－1　トップが「定着させる」という覚悟を持つ
2－2　失敗しない基本原則を愚直に実践する
2－3　採用後3年間は投資のつもりでコツコツ育てる

《具体策　採用時／信頼構築時／育成時》
3．他社にグンと差をつける3つのステージ・12の“かくし味”
■ステージ1：採用時《受け入れ体制をキチンとしておく》
その 1　応募者の「とりあえず」を「ぜひ」に変えてもらう
その 2　採用後のことは採用日前に伝える
その 3　採用日の「いの一番」に雇用契約書を取り交わす
その 4　「分からないことが分からない」ことを前提に教える

■ステージ2：信頼構築時《安心させて信頼関係を築く》
その 5　自主的でも残業はホドホドにさせる
その 6　誰が見ても理解できる賃金明細にする
その 7　有給休暇を取りやすくする
その 8　雇用関係はルールに則った対応をする

■ステージ3：育成時《「急がば回れ！」でじっくり育てる》
その 9　自信を持たせて育成する
その10　 3年間の昇給は投資と割り切る
その11　定期的に個別面談を行う
その12　「がんばれ」を見える化する

■今どきの若者がグッとくる！
　コロナ禍にあり雇用情勢の悪化が報じられ
ています。しかし，多くの中小企業では相変
わらず自己都合の離職が多く，その補充のた
めに募集をするも思うように応募すらありま
せん。特に，会社の将来を担う若手社員につ
いては，コロナ後の予測が立てにくいところ
ですが，事業継続性の観点からも採用できた
人材を定着させるための方策がこれまで以上
に重要になっています。
　そこで本稿では，若手社員定着悪化の問題
点を踏まえ，定着と密接に関係する採用時／
信頼構築時／育成時という 3つのステージに
おける，今どきの若者がグッとくる人事のひ
と手間・ひと工夫を12の“かくし味”として
提案します。言われてみれば「何だ，その程
度のことか」なのですが，定着率の良い会社
はすでにコツコツと実践しているものばかり
です。
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